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１．概要（Summary） 

金属ナノ構造体に光を照射すると、金属内の自由電子

が入射光電場と共鳴的に振動することで、金属ナノ構造

体近傍に局在した非常に強い光電場が誘起される。この

現象はプラズモン共鳴と呼ばれ、高空間分解顕微鏡、高

効率太陽電池、高効率バイオセンシングなどへの応用が

期待されている。我々はガラス基板上に金属ナノ構造を

作製することを目的として大阪大学ナノテクノロジー設備

供用拠点の設備を利用して微細加工を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高精細集束イオンビーム装置、高精細電子線リソグラ

フィー装置、集束イオンビーム装置、リアクティブイオ

ンエッチング装置、RF スパッタ装置、接触式膜厚測

定器 

 

【実験方法】 

プラズモン増強近接場光の Ez 成分を増強する金属ナ

ノ構造として銀ナノチップ（四角錐）を作製した。まずガラ

ス基板上に銀をスパッタ成膜した。次にスパッタされた

銀薄膜（膜厚 110 nm）を 450℃の高温熱処理装置に

入れて1時間加熱することによりアニール処理を行っ

た。ヘリウム集束イオンビームでは大規模な加工を行う

ことが困難であるため、まずガリウム集束イオンビーム

で直径 200 nmの四角柱を残し、その後ヘリウム集束

イオンビームでさらに加工を行うことで、直径 50 nm

の四角柱を作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ガリウム集束イオンビームで加工した四角柱をヘリ

ウム走査型イオン顕微鏡（Scanning Ion Microscope, 

SIM）で観察した（Fig.1）。ガリウム集束イオンビーム

で予定通りの大きさ(200 nm)の四角柱を作製できて

いることを確認した。 

 

 
Fig.1 SIM image of a Ag cube fabricated by 

Ga-focused ion beam irradiation 

次に銀ナノ四角柱をヘリウム集束イオンビームで更

に加工し、一辺 50 nmの柱状構造を作製した(Fig.2)。

当初はこの後にサンプルを傾けて加工を行い、錐状構

造を作製する予定であったが、この時点で柱状構造の

はっきりとした形状が確認できないため、これ以上の

加工を行うことは困難であると判断した。 



 

 

Fig.2 SIM image of a Ag cube fabricated by 

He-focused ion beam irradiation 

 

原子間力顕微鏡による観察結果から、作製した銀ナノ

四角柱底辺の長さ100 nm、高さ35 nmであることが分か

った。また当初所望の四角錐構造ではなく、先端部分の

エッジがなまった構造になっており、キャップ状の構造に

なっていることが分かった。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

科学研究費補助金 基盤 C「プラズモン増強場のナ

ノイメージング」の課題実施のために利用しました。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 


